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議会だより議会だより
おおはる

一
般
会
計
補
正
予
算

▼
ち
び
っ
こ
広
場
等
修
繕
工
事

　
　
　
　
　
　
　

２
３
５
万
円

　

堀
之
内
狐き

つ
ね
あ
な穴
球
技

場
の
防
球
ネ
ッ
ト
の
修
繕
と
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
用
は
。

　

　

防
球
ネ
ッ
ト
の
修
繕

に
１
８
０
万
円
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
55
万
円
。

質
問

答
弁

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　

子
ど
も
の
遊
び
場

　

子
ど
も
の
遊
び
場  

４
月
プ
レ
オ
ー
プ
ン
予
定

４
月
プ
レ
オ
ー
プ
ン
予
定

質
問

▼
子
ど
も
・
若
者
相
談
員

　
　
　
　
　

配
置
業
務
委
託
料

　
　
　

１
２
９
万
８
千
円
減
額

　

水
曜
日
・
木
曜
日
の
２
日
間

開
設
し
て
い
た
相
談
日
を
、
水

曜
日
の
み
に
し
ま
し
た
。

答
弁

▼
小
中
学
校
給
食
費
補
助
金

　
　
　
　

２
３
７
７
万
７
千
円

　

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
給
食
費
の
保
護
者
負
担
を

据
え
置
き
ま
す
。

　

給
食
１
食
当
た
り
の

補
助
額
と
期
限
は
。

　

　

小
学
校
は
40
円
、
中

学
校
は
50
円
を
、
今
年
度
末
ま

で
補
助
す
る
。

▼
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援

　
　
　
　
　

手
当
支
給
事
業
費

　
　

１
億
２
５
０
９
万
５
千
円

　

０
歳
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で

の
子
ど
も
（
平
成
19
年
４
月
２

日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日
生

ま
れ
）
を
養
育
す
る
父
母
な
ど

に
対
し
、
子
ど
も
一
人
当
た
り

２
万
円
の
物
価
高
対
応
子
育
て

応
援
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
３
日
に
開
会
し
、
19
日
ま
で
の
17
日
間

の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
貸
館
料
金
を
変
更
す
る
使
用
料
及
び
手

数
料
条
例
の
一
部
改
正
を
は
じ
め
、
小
中
学
校
の
給
食
費
補
助
金

や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
の
増
額
な
ど
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
15
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
に
よ
る
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見

書
を
可
決
し
ま
し
た
。

▼
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　

４
億
９
２
１
５
万
円

　

令
和
６
年
度
決
算
の
繰
越
金

を
積
み
立
て
ま
す
。

▼
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
改
正

　

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
午
後
の

利
用
時
間
を
分
割
し
、
使
用
料

を
改
正
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
開
設
す
る
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
内
ス
タ
ジ
オ
の
使
用
料
を

定
め
る
も
の
で
す
。

　

新
た
な
使
用
料
は

こ
ち
ら
か
ら
➡

▼
町
長
・
副
町
長
の
給
与
な
ど

に
関
す
る
条
例
及
び
教
育
委
員

会
教
育
長
の
給
与
な
ど
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

特
別
職
の
国
家
公
務
員
の
給

与
改
定
に
準
じ
、
期
末
手
当
を

３
・
５
カ
月
分
に
増
額
す
る
も

の
で
す
が
、次
の
理
由
に
よ
り
、

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

財
政
支
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
町
長
】

　

給
与
年
額
８
０
０
万
円
の
特

例
条
例
が
優
先
し
ま
す
。

【
副
町
長
】

　

期
末
手
当
を
増
額
し
ま
す

が
、
現
在
は
不
在
で
す
。

【
教
育
長
】

　

条
例
の
た
だ
し
書
き
の
中

で
、
令
和
７
年
12
月
分
の
期
末

手
当
を
据
え
置
い
て
い
ま
す
。

【
議
員
】

　

期
末
手
当
を
据
え
置
く
た

め
、
条
例
改
正
の
提
案
を
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

主
な
条
例
改
正

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
が
進
み
、

子
ど
も
の
遊
び
場
の
キ
ッ
ズ
エ
リ
ア
と
ス
タ
ジ
オ
が
完
成
間
近
と

な
り
ま
し
た
。
プ
レ
オ
ー
プ
ン
の
予
定
は
、
令
和
８
年
４
月
２
日

で
す
。

　

プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
中
の
キ
ッ
ズ
エ
リ
ア
は
、
町
内
の
こ
ど
も

た
ち
は
無
料
で
利
用
で
き
る
予
定
で
す
。

〝〝  

４
月
２
日

４
月
２
日  

子
ど
も
の
遊
び
場　

プ
レ
オ
ー
プ
ン

子
ど
も
の
遊
び
場　

プ
レ
オ
ー
プ
ン  

〟〟

堀之内狐穴球技場

使用料などを改正する
スポーツセンター

▼
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

　
　

１
億
３
９
５
１
万
２
千
円

▼
障
害
児
通
所
支
援
給
付
費

　
　
　
　

７
２
４
８
万
８
千
円
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一般質問とは、議員が自身の考えや町民の声をもとに、町政全般について質問することです。

質問と答弁を要約してお知らせします。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長　

広
報
車
で

の
啓
発
は
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　

防
災
行
政
無
線
は
、
災
害
時
な
ど
緊

急
性
の
高
い
場
合
に
使
用
す
る
方
針
と

な
っ
た
の
で
、使
用
は
考
え
て
い
な
い
。

雨
水
対
策
監　

昨
年
度
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
即
し
た
砂
子
地
区
の
基
本
構
想
を

作
成
し
た
。
組
合
設
立
に
向
け
、
準
備

委
員
会
が
立
ち
上
が
り
、
勉
強
会
や
説

明
会
、意
向
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　　

投
票
率
向
上
に
向
け
て

投
票
率
向
上
に
向
け
て

　

７
月
に
参

議
院
選
挙
と

町
長
選
挙
が

あ
っ
た
。
投

票
率
は
、
参

議
院
選
挙
が
52
・
97
％
、
町
長
選
挙
が

35
・
16
％
で
あ
っ
た
。
投
票
率
向
上
に

向
け
て
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

以
前
は
、
投
票
日
当
日
に
広
報
車
や

防
災
行
政
無
線
で
も
選
挙
の
広
報
を
し

て
い
た
。
今
な
ぜ
や
ら
な
い
の
か
。

　

　

砂
子
南
西
部
の
区
画
整
理
計
画
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
作
成
す
べ

き
だ
と
考
え
る
。

　

地
元
や
区
画
整
理
組
合
な
ど
の
動
き

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　　

再
度
町
長
の
考
え
を
問
う

再
度
町
長
の
考
え
を
問
う

町
長　

①
来
賓
の
皆
さ
ま
や
表
彰
対
象

者
、
関
係
者
を
中
心
に
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
過
不
足
な
く
適
正
な
規
模

で
の
開
催
だ
と
評
価
し
て
い
る
。

総
務
部
長　

②
今
回
は
対
象
者
を
絞
っ

て
式
典
を
、
と
い
う
意
図
で
あ
っ
た
。

③
受
付
名
簿
で
は
一
般
来
場
者
47
人
。

④
来
賓
は
24
人
。

⑤
過
不
足
な
く
適
正
な
規
模
で
の
開
催

だ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

過不足なく適正な規模での開催だった

　　

ご
み
処
理
費
の
現
状
と
財
政
へ
の
影
響

ご
み
処
理
費
の
現
状
と
財
政
へ
の
影
響

 池
い け だ

田　耕
こうすけ

介

 手
て じ ま

嶋　いずみ

　　

あ
の
あ
の
5050
周
年
記
念
式
典
を
ど
う
評
価
す
る
か

周
年
記
念
式
典
を
ど
う
評
価
す
る
か

スマホから簡単
に見られます！

　

11
月
３
日

に
町
制
施
行

50
周
年
記
念

式
典
が
開
催

さ
れ
た
。

①
あ
の
式
典
を
、
町
長
と
し
て
、
ど
う

評
価
し
て
い
る
の
か
。

②
「
広
報
お
お
は
る
」
に
は
記
事
が
一

切
な
く
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
文
言
か
ら

は
、
町
民
が
参
加
し
て
よ
い
の
か
、
全

く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
意
図
は
。

③
町
か
ら
案
内
を
出
し
た
方
以
外
に
、

一
般
町
民
の
来
場
者
は
何
人
か
。

④
来
賓
は
何
人
か
。

⑤
改
め
て
聞
く
。
今
回
の
一
般
来
場
者

の
数
は
、来
賓
の
数
に
対
し
て
妥
当
か
。

　

町
民
、
職
員
、
み
ん
な
が
良
い
と
思

え
る
大
治
町
に
し
て
ほ
し
い
。

福
祉
部
長　

①
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
周
知
、
啓
発
し
て
い
く
。

②
講
座
を
検
討
し
て
い
く
。
保
健
セ
ン

タ
ー
で
毎
週
火
曜
日
午
前
に
、
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
る
。
相
談
窓
口
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
く
。

総
務
部
長　

③
更
年
期
障
害
の
理
解
促

進
と
、両
立
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

職
員
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

   

心
身
に
不

調
を
き
た
し

て
も
受
診
せ

ず
、
我
慢
す

る
方
が
多
い

の
が
、
更
年
期
障
害
の
現
状
で
あ
る
。

　

更
年
期
の
症
状
か
、
他
の
病
気
な
の

か
判
断
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
早
め

の
気
づ
き
と
相
談
が
重
要
だ
。

①
健
康
診
断
や
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

周
知
す
る
考
え
は
な
い
か
。

②
更
年
期
に
関
す
る
講
座
の
実
施
や
、

相
談
窓
口
の
情
報
の
提
供
は
。

③
更
年
期
に
よ
る
不
調
は
勤
務
に
影
響

す
る
こ
と
も
あ
る
。町
職
員
に
対
し
て
、

管
理
職
研
修
や
休
暇
制
度
の
柔
軟
な
運

用
を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

　　

更
年
期
障
害
へ
の
理
解
促
進
と
支
援
の
充
実
を

更
年
期
障
害
へ
の
理
解
促
進
と
支
援
の
充
実
を

更年期度の自己診断を

公用車で選挙の広報を

広報車での啓発を検討する

認識を高め、症状の軽減につなげていく

 林
はやし

　　哲
てっしゅう

秀

議　決　結　果

　令和 7 年度第 2 回行政改革推進委員会が

8 月 27 日に、第 3 回が 12 月 17 日に開催されました。

　第 3 回委員会では、令和 7 年度当初予算から２億 908 万９千円を削減

予定であり、また、町の貯金である財政調整基金が令和７年度末時点の見

込みで約 14 億１千万円になることなどが示されました。

　また、公民館やスポーツセンターなどの公共施設の使用料値上げや、役

場開庁時間の短縮などが、今後の検討課題となっています。

　次の意見書を可決し、国に提出しました。

■地方税財源の充実確保を求める意見書

　人口減少や少子高齢化の急速な進行により、地域の担い手や技術職等の

専門人材が不足する中でも、安定した行政サービスや活力ある持続可能な

地域社会を実現するため、地方税財源の充実確保を求める。

　【提出先】　内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣

意 見 書意 見 書

行政改革推進委員会行政改革推進委員会

一般来場者の席はガラガラ

これが記念式典か

　　

都
市
計
画
の
構
想
は

都
市
計
画
の
構
想
は

　賛成：〇     　反対：✖　

  ※ 議長は採決に加わりません。

　
池
田
　
耕
介

　
八
神
　
太
紀

　
手
嶋
い
ず
み

　

後
藤
田
麻
美
子

　
鈴
木
　
　
満

　
三
輪
　
明
広

※
若
山
　
照
洋

　
松
本
　
英
隆

　
林
　
　
健
児

　
𠮷𠮷
原
　
経
夫

　
林
　
　
哲
秀

令和7年度一般会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 可決

令和7年度国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 可決

令和7年度介護保険特別会計補正予算
（第２号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 可決

令和7年度後期高齢者医療特別会計補正
予算（第２号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 可決

令和7年度下水道事業会計補正予算
（第２号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 可決

使用料及び手数料条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 可決

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 可決

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例及び放課後
児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 可決

下水道条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 ✖ 〇 可決

令和7年度一般会計補正予算（第５号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 可決

令和7年度国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 可決

令和7年度下水道事業会計補正予算
（第３号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 可決

特別職の職員で常勤のもの（町長・副町長）
の給与及び旅費に関する条例及び教育委員会
教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に
関する条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 可決

職員の給与に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 可決

パートタイム会計年度任用職員の給与及び費
用弁償に関する条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 可決

地方税財源の充実確保を求める意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 可決

結
　
果
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ずばり直言！ ずばり直言！ 一 般 質 問一 般 質 問

町
長　

子
ど
も
医
療
費
は
財
政
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
見
て
検
討
中
で
あ
る
。

福
祉
部
長　

保
険
税
は
、
40
歳
標
準
世

帯
で
年
間
10
万
円
ほ
ど
上
が
る
。
一
般

会
計
か
ら
資
金
を
入
れ
な
け
れ
ば
、
標

準
税
率
ま
で
上
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

町
長　

副
町
長
を
置
か
な
い
こ
と
を
支

持
し
た
町
民
に
は
、
お
わ
び
し
て
撤
回

す
る
。
優
秀
な
方
を
選
任
し
、
議
会
の

同
意
を
得
た
い
。　
　

標準税率まで保険税が上がる

　　

再
度
町
長
の
考
え
を
問
う

再
度
町
長
の
考
え
を
問
う

新しい取り組みを含め、啓発していく

雨
水
対
策
監　

①
生
ご
み
の
水
分
量
と

食
品
ロ
ス
の
削
減
な
ど
「
分
別
だ
け
に

頼
ら
な
い
家
庭
ご
み
の
発
生
抑
制
」
を

重
要
な
柱
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

②
令
和
６
年
度
の
ご
み
搬
入
実
績
で
算

定
す
る
と
、
環
境
事
務
組
合
へ
の
負
担

金
は
、
投
入
量
割
で
約
２
２
８
万
６
千

円
の
減
額
と
な
る
。

③
リ
ユ
ー
ス
事
業
を
地
域
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　　

ご
み
処
理
費
の
現
状
と
財
政
へ
の
影
響

ご
み
処
理
費
の
現
状
と
財
政
へ
の
影
響

  

　

ご
み
処
理

に
か
か
る
経

費
は
、
令
和

６
年
度
決
算

ベ
ー
ス
で
排

出
量
６
千
㌧
、
年
間
約
３
・
７
億
円
に

な
っ
て
い
る
。

　

ご
み
排
出
量
の
削
減
が
で
き
れ
ば
、

経
費
抑
制
効
果
が
見
込
め
、
歳
出
削
減

に
直
結
す
る
も
の
と
考
え
る
。

①
リ
サ
イ
ク
ル
以
外
で
、
可
燃
ご
み
の

削
減
に
向
け
た
啓
発
の
考
え
は
。

②
年
間
３
％
の
ご
み
排
出
量
の
削
減
が

で
き
た
場
合
、
経
費
の
削
減
額
は
。

③
リ
ユ
ー
ス
事
業
の
促
進
な
ど
、
町
民

協
働
に
よ
る
ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

町
制
施
行

50
周
年
の
記

念
曲
と
し
て

制
作
し
た

「
Oh
！
は
る

ラ
ブ
」
と
「
大
治
町
応
援
歌
」
の
２
曲

が
、
11
月
３
日
の
記
念
式
典
で
披
露
さ

れ
た
。

　

記
念
曲
の
制
作
費
は
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
大
切
な
税
金
を
使
っ
た
の
だ
か

ら
、
も
っ
と
活
用
さ
れ
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
す

べ
き
だ
と
思
う
。

　

記
念
曲
を
も
っ
と
活
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
ど
う
取
り
組
ん
だ
の
か
。

　

ま
た
、
以
前
の
よ
う
に
防
災
行
政
無

線
を
活
用
し
、
10
秒
か
ら
15
秒
で
も
記

念
曲
を
流
す
考
え
は
な
い
の
か
。

総
務
部
長　

町
内
関
係
施
設
、
医
療
機

関
や
商
業
施
設
へ
記
念
曲
を
放
送
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
に
伺
っ
た
。

放
送
が
可
能
な
施
設
で
は
放
送
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

防
災
行
政
無
線
で
の
記
念
曲
の
活
用

に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
過
去
に
中
止

し
た
経
緯
か
ら
、
音
楽
を
流
す
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

有効に活用すべきと考えている

記念曲の活用を

　

町
長
は
９

月
議
会
で
、

18
歳
年
度
末

ま
で
の
医
療

費
無
償
化
の

年
齢
引
き
下
げ
を
検
討
す
る
と
答
弁
し

た
。
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
、
一
般

会
計
か
ら
赤
字
を
補ほ

て
ん填
す
る
た
め
の
資

金
は
入
れ
な
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
入

れ
ず
に
運
営
す
る
と
、
保
険
税
額
は
ど

う
な
る
の
か
。

　

副
町
長
は
一
時
休
止
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
一
転
し
て
、
優
秀
な
方
が
い
た

か
ら
置
き
た
い
と
変
わ
っ
た
。
一
時
休

止
を
支
持
し
て
投
票
し
た
町
民
に
対
し

て
、
不
義
理
し
す
ぎ
で
は
な
い
か
。

おさがり交換会

実施義務がある事業　返還は求めない

福
祉
部
長　

保
育
園
は
町
に
実
施
義
務

が
あ
る
が
、
ち
び
っ
こ
広
場
に
は
実
施

義
務
は
な
い
。
固
定
資
産
税
は
法
に
基

づ
い
て
、
算
出
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
補
助
は
公
平
で
あ
り
、

行
政
の
二
重
負
担
で
は
な
い
。

　

民
間
事
業
者
が
借
り
入
れ
を
し
て
事

業
を
実
施
し
た
場
合
の
み
、
町
単
独
で

の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

他
に
５
問
あ
り
ま
し
た
。

    

　

保
育
所
な

ど
施
設
整
備

補
助
金
の
う

ち
、
整
地
費

用
が
「
大
治

は
な
つ
ね
保
育
園
」
の
建
設
か
ら
町
単

独
の
補
助
対
象
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

ち
び
っ
こ
広
場
の
整
地
費
用
は
地
権
者

負
担
で
あ
る
。
町
と
し
て
公
平
性
が
取

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
そ
の
固
定
資
産
税
は
造
成

費
相
当
額
を
土
地
評
価
額
か
ら
減
額
し

て
算
定
し
て
い
る
。
保
育
所
の
施
設
整

備
で
、
整
地
費
用
を
補
助
対
象
と
す
る

こ
と
は
、町
の
二
重
負
担
で
は
な
い
か
。

既
に
補
助
さ
れ
た
２
園
に
、
こ
の

補
助
金
額
分
の
返
還
を
求
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　　

公
平
性
の
な
い
補
助
金
は
返
還
を

公
平
性
の
な
い
補
助
金
は
返
還
を

  𠮷
よしはら

原　経
つ ね お

夫

 後
ご と う だ

藤田 麻
ま み こ

美子

 鈴
す ず き

木　満
みつる

　

　　
町
制
施
行

町
制
施
行
5050
周
年
記
念
曲
の
活
用
は

周
年
記
念
曲
の
活
用
は

 林
はやし

　　健
け ん じ

児

自治功労表彰自治功労表彰

　林哲秀議員（写真中央）、松本英隆議員（写

真右）が、議員在職 12 年の功績により、若山

照洋議長（写真左）が、議員と消防団在職の功

績により、11 月 3 日の町制施行 50 周年記念

式典において表彰されました。

　

議
会
だ
よ
り
１
８
７
号
３
ペ
ー
ジ
「
町
制
50
年　

町
議
会
の
こ

れ
ま
で
」
の
記
事
の
中
で
、
昭
和
50
年
５
月
の
臨
時
会
で
議
長
に

選
出
さ
れ
た
川
崎
正
治
氏
の
お
名
前
の
表
記
が
間
違
っ
て
お
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
、「
川
﨑3

」
で
す
。

　

訂
正
し
て
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

現 地 調 査予算決算常任委員会

　12 月９日の本会議終了後に、砂子防災公

園とスポーツセンターのリノベーション工事

の進 捗
ちょく

状況を調査しました。

　スポーツセンターでは、令和８年４月のプ

レオープンに向け、シンボルとなる大型遊具

などが設置されていました。

　
わくわくリング

ボルダリングの壁砂子防災公園

給料 月数 年額

705,000円 12月 8,460,000円

期末手当＝

3,577,875円

12,037,875円

共済組合負担金（町負担分）＊

2,389,500円

14,427,375円

＊共済組合負担金は、令和7年度予算額
です。

（給料）×1.45×3.5月

期末手当（年額）

合計

副副町町長長人人件件費費

総計

大治はなつね保育園

三本木こども園
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３月定例会  日程（案）
　

　２月２５日（水）議会運営委員会

　３月　４日（水）開会　上程・提案説明

　　　　９日（月）一般質問

　　　１０日（火）質疑

　　　１２日（木）総務建設常任委員会

　　　　　　　   　予算決算常任委員会（総務建設分科会）

　　　１３日（金）文教厚生常任委員会

　　　　　　　　   　予算決算常任委員会（文教厚生分科会）

　　　２３日（月）10：00　 予算決算常任委員会

          　　　　　　11：00　 採決　閉会

※午前 10 時開催です。日程などは変更となる場合があります。

　請願・陳情書は２月１８日（水）受付分まで取り扱います。

　定例会日程は、ホームページにも掲載しています。

委
員
長
の
ひ
と
り
ご
と
…

▼
12
月
６
日
に
長
久
手
市
に
あ

る
愛
・
地
球
博
記
念
公
園
で
、

愛
知
万
博
メ
モ
リ
ア
ル
第
18
回

愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
が
行
わ
れ
、
大
治
町
は
町
村
の
部
で
前
回
と
同
じ
８
位
に

な
り
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ま
を
始
め
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
大

変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
▼
町
長
が
代
わ
っ
て
２
回
目
の
定
例
会
で
し
た
。前
回
に
続
き
、

町
の
財
政
問
題
な
ど
、
積
極
的
に
議
論
し
ま
し
た
。
ま
た
、
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
議
会
を
も
っ
と
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
わ
か
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

✖
✖
✖
年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止
✖
✖
✖

　
公
職
選
挙
法
第
１
４
７
条
の
２
に
よ
り
、
町
議
会
議
員
、
そ

の
候
補
者
及
び
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
人
は
、
大
治
町
内
の

方
に
返
事
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
な
ど

の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

演
題　
「
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て（
自
助
・
共
助
・
公
助
）」

「
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て（
自
助
・
共
助
・
公
助
）」

講
師　

県
総
務
局
総
務
部
市
町
村
課 

地
域
振
興
室 
兼

　
　
　

         　

海
部
県
民
事
務
所 

担
当
課
長  

上う
え
す
ぎ杉　

勉
つ
と
む

氏

●
海
部
郡
町
村
議
会
議
長
会 
議
員
研
修
会
（
12
月
23
日
）

インタビューインタビュー

まちかどまちかど

№ 78

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
で

は
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
の
当

日
に
、
参
加
さ
れ
た
若
者
を
対

象
に
、
一
昨
年
は
議
会
だ
よ
り

を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
ど
う

か
の
実
態
調
査
、
昨
年
は
「
こ

ん
な
大
治
町
に
な
っ
た
ら
い
い

な
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

 

 　

今
年
は
実
行
委
員
の
皆
さ
ま

と
懇
談
会
を
実
施
し
、
町
に
対

す
る
意
見
や
要
望
、
若
者
の
目

線
か
ら
町
に
思
う
こ
と
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 　
「
最
終
バ
ス
の
時
刻
が
早
く

て
困
る
」
や
「
街
灯
が

な
く
て
暗
い
と
こ
ろ
が

あ
り
危
険
」
と
い
っ
た

切
実
な
要
望
か
ら
、「
公

民
館
の
学
習
室
の
開
室

時
間
（
午
後
５
時
ま
で
）

を
延
長
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
学
生
な
ら
で
は
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

  

ま
た
、「
選
挙
で
投
票
に
行

く
メ
リ
ッ
ト
が
分
か
ら
な
い
」

「
投
票
に
行
き
た
い
が
誰
に
投

票
し
た
ら
い
い
か
情
報
が
な

い
」
と
い
っ
た
、
私
た
ち
議
員

も
反
省
さ
せ
ら
れ
る
意
見
が
あ

が
り
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
に
開
催

さ
れ
た
は
る
ウ
ィ
ン

２
０
２
５
（
商
工
会
主

催
）
で
は
、
「
議
会
か

ら
の
挑
戦
状
」
と
題
し

た
謎
解
き
ク
イ
ズ
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

議
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
仮
装
姿
で
、
体
に
ク
イ
ズ
の
問
題
を

貼
り
付
け
て
、
会
場
内
を
歩
き
回
り
ま
し
た
。

　

来
場
者
に
声
を
か
け
、
楽
し
み
な
が
ら
挑
戦
で
き
る
謎
解

き
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
出
た
意
見
は
、
若

者
か
ら
の
要
望
と
し
て
、
議
会

か
ら
町
長
に
届
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

若
者
た
ち
が
今
後
も
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
大
治

町
と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ま
の
声

に
真し

ん
し摯
に
耳
を
傾
け
、
議
会
も

精
い
っ
ぱ
い
活
動
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

大
治
町
や
議
会
に
対
す
る
ご

意
見
、
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
こ

ち
ら
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

議
会
だ
よ
り

１
８
７
号
で
ご

紹
介
し
た
「
は

る
み
な
フ
ェ
ス
」

が
、
11
月
２
日

大
治
南
小
学
校

の
校
庭
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
治
南
小
学
校
区

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会
が
再
始

動
し
、
南
小
学
校
を

会
場
と
し
た
大
規
模

な
地
域
イ
ベ
ン
ト
は

久
し
ぶ
り
で
し
た
。

　

当
日
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
約
１
５
０
０
人
の
方
が
参

加
し
、
世
代
を
超
え
た
交
流
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

夜
に
は
ス
カ
イ
ラ
ン

タ
ン
企
画
も
実
施
さ
れ
、

来
場
者
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
を
込
め
た
灯
り
が
、

会
場
を
美
し
く
彩
り
ま

し
た
。

　

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
声
が
形
と

な
り
、
地
域
の
中
で
実
現
さ
れ

た
取
り
組
み
を
間
近
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

声
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域

活
動
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

インタビューインタビュー

まちかどまちかど

その後…その後…

　

研
修
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

災
害
発
生
直
後
は
公
助
が
す
ぐ
に
行
き
届
か

ず
、
日
頃
か
ら
の
備
え
や
地
域
で
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
が
と
て
も
大
切
だ
と
い
う
点

で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
自
主
防
災
組
織
の
活

動
や
避
難
所
運
営
訓
練
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
を
さ

ら
に
強
め
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
今
回
の
研
修
で
得
た
知
識
を
生
か
し
、
町
民
の
皆
さ

ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
議
会
と
し
て
も

提
言
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　議会ブース 出店 　議会をもっと身近に議会ブース 出店 　議会をもっと身近に

要望は議長から町長へ

実行委員の方との懇談

　
　
　

　
　
　
は
る
ウ
ィ
ン

は
る
ウ
ィ
ン  
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２
５

２
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子
育
て
楽
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

子
育
て
楽
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

願いをランタンに

ゲームに行列

　

10
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
子
育
て
楽
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
町
主
催
：
幼
児
向
け
）
で
は
、
「
お
め
ん
を
作
ろ
う
」
と

「
お
お
は
る
未
来
の
木
」
の
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

「
お
め
ん
を
作
ろ
う
」

で
は
、
は
る
ち
ゃ
ん
の
お

面
に
子
ど
も
た
ち
が
自
由

に
色
を
塗
り
、
も
の
づ
く

り
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。　

ま
た
、
「
お
お
は
る
未
来
の
木
」
で
は

来
場
者
に
将
来
の
大
治
町
へ
の
思
い
や
願

い
を
葉
っ
ぱ
型
の
紙
に
書
い
て
も
ら
い
、

一
つ
の
木
に
貼
っ
て
完
成
さ
せ
る
参
加
型

企
画
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
イ
ベ
ン
ト
と
も
、
地
域
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
よ

り
身
近
で
お
話
し
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
議
会
ブ
ー
ス
の
目
的
で
あ
る
「
議
会
を
知
っ
て

も
ら
う
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
伝
え
き
れ
な

か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
課
題
を
克
服
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま

に
親
し
み
や
す
い
議
会
を
目
指
し
、
工
夫
を
重
ね
た
情
報
発

信
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

＊
開
催
当
日
の
様
子
は
、
１
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


